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神田外語大学7号館 2階
クリスタルホール
【第１部】講演（15:00～16:10）
【第２部】パネルディスカッション
　　　 （16:30～17:30）

一般来場歓迎

事前申込不要 参加費無料

　近年、日本政府や民間が日本文化を
積極的に海外に展開しています。文化
が海外に輸出される時、異文化理解と
いう啓蒙活動と同時に経済活動など、
様々な価値として広がっていきます。し
かし、文化が広がる際には、必ずしも
輸出側が望んだ通りにはならない事が
多 あ々り、時にそれは「これは本当の文
化ではない」という論争になる時があり
ます。本講演では、パリでのジャパンエ
キスポや海外での日本文化普及の実態
を通して、海外展開をきっかけにした価
値創出について考えていきます。

世界の中の日本 第７回

フランスで開催されたジャポニスム2018の現地でのポスター


